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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
は
じ
め
と
す
る
金
融
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
九
日
の
日
本
銀
行
政
策
委
員
会
・
金
融
政
策
決
定
会
合
に
お
い
て
、
同
行
が
導
入
し
た
マ
イ
ナ
ス

金
利
付
き
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
（
以
下
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
付
き
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
同
行

は
、
「
日
本
銀
行
当
座
預
金
金
利
を
マ
イ
ナ
ス
化
す
る
こ
と
で
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
の
起
点
を
引
き
下
げ
、
大
規
模
な
長
期
国
債

買
入
れ
と
あ
わ
せ
て
、
金
利
全
般
に
よ
り
強
い
下
押
し
圧
力
を
加
え
て
い
く
。
ま
た
、
こ
の
枠
組
み
は
、
従
来
の
「
量
」
と

「
質
」
に
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
」
を
加
え
た
三
つ
の
次
元
で
、
追
加
的
な
緩
和
が
可
能
な
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
。
日
本
銀
行
は
、

「
マ
イ
ナ
ス
金
利
付
き
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
」
の
も
と
、
二
％
の
「
物
価
安
定
の
目
標
」
の
早
期
実
現
を
図
る
」
と
説
明
し

て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

お
尋
ね
の
「
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
」
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
同
行
の
金
融
政
策
運
営
に
関
す
る
も

の
で
あ
り
、
同
行
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
内
閣
と
し
て
は
、
同
行
が
、

内
外
の
経
済
情
勢
等
を
丹
念
に
分
析
し
、
十
分
に
議
論
し
た
上
で
決
定
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
付

き
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
の
導
入
や
、
そ
れ
を
受
け
た
金
利
の
動
向
等
が
金
融
機
関
に
与
え
る
影
響
は
様
々
で
あ
り
、
一
概
に

一



お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
「
い
わ
ゆ
る
異
次
元
緩
和
の
出
口
」
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
六
年
七
月
八
日
、
中
曽
宏
日
本
銀
行
副
総
裁
（
以
下

「
中
曽
副
総
裁
」
と
い
う
。
）
が
、
御
指
摘
の
発
言
を
し
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
内
閣
と
し
て
は
、
中
曽
副
総
裁
の
個

別
の
発
言
の
内
容
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
出
口
戦
略
」
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て
、
同
行
は
、
そ
の
時
々
の
経
済
・
物
価
情
勢
や
市
場
の
状
況
な

ど
に
よ
っ
て
変
わ
り
得
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
旨
、
説
明
し

て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

同
行
の
「
資
金
循
環
統
計
」
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
七
年
九
月
末
時
点
の
「
国
債
・
財
融
債
」
及
び
「
国
庫
短
期
証
券
」

（
以
下
「
国
債
等
」
と
い
う
。
）
の
残
高
に
占
め
る
同
行
の
保
有
す
る
国
債
等
の
残
高
の
比
率
は
、
三
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で

あ
る
。
先
進
主
要
七
箇
国
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
カ
ナ
ダ
、
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
、
フ

ラ
ン
ス
共
和
国
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
、
イ
タ
リ
ア
共
和
国
及
び
日
本
国
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
の
比
較
に
関
し
て
は
、

国
ご
と
に
資
産
買
入
れ
実
施
の
有
無
及
び
資
産
買
入
れ
対
象
銘
柄
等
の
金
融
政
策
の
内
容
が
異
な
っ
て
お
り
、
同
様
の
比
率
を

示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
日
銀
が
発
行
残
高
の
五
割
を
超
え
て
国
債
を
保
有
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て

二



は
、
同
行
の
金
融
政
策
運
営
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
行
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控

え
た
い
。

内
閣
と
し
て
は
、
黒
田
東
彦
日
本
銀
行
総
裁
（
以
下
「
黒
田
総
裁
」
と
い
う
。
）
の
個
別
の
発
言
の
内
容
に
つ
い
て
お
答
え

す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
同
年
十
月
三
十
日
に
、
黒
田
総
裁
が
、
「
Ｂ
Ｏ
Ｅ
は
、
国
債
発
行
額
の
七
割
ぐ
ら
い
ま
で
買

い
進
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
」
と
の
発
言
を
行
い
、
同
行
が
公
表
す
る
定
例
記
者
会
見
要
旨
で
「
Ｂ
Ｏ
Ｅ
の
国
債
買
入
れ
額
は
、

正
し
く
は
、
国
債
発
行
額
の
約
四
割
で
し
た
」
と
の
訂
正
が
行
わ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

平
成
二
十
七
年
度
の
利
付
国
債
の
市
中
発
行
額
に
占
め
る
同
行
の
国
債
購
入
額
の
割
合
は
、
同
年
度
の
同
行
に
よ
る
国
債
買

入
れ
見
込
額
を
同
年
度
国
債
発
行
計
画
に
お
け
る
利
付
国
債
の
市
中
発
行
予
定
額
で
除
す
こ
と
に
よ
り
求
め
る
と
、
約
八
割
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。
先
進
主
要
七
箇
国
と
の
比
較
に
関
し
て
は
、
国
ご
と
に
資
産
買
入
れ
実
施
の
有
無
及
び
資
産
買
入
れ
対

象
銘
柄
等
の
金
融
政
策
の
内
容
が
異
な
っ
て
お
り
、
同
様
の
比
率
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

同
行
の
国
債
購
入
額
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、
同
年
度
の
同
行
に
よ
る
国
債
買
入
れ
見
込
額
を
「
平
成
二
十
八
年
度
の
経
済
見
通

し
と
経
済
財
政
運
営
の
基
本
的
態
度
」
（
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
二
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
政
治
経
済
見
通
し
」
と
い
う
。
）

に
お
け
る
名
目
国
内
総
生
産
の
平
成
二
十
七
年
度
実
績
見
込
み
で
除
す
こ
と
に
よ
り
求
め
る
と
、
約
二
割
と
な
る
見
込
み
で
あ

三



り
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
累
積
購
入
額
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
同
行
の
国
債
等
保
有
残
高

の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、
同
行
の
「
資
金
循
環
統
計
」
に
お
け
る
同
年
九
月
末
時
点
の
同
行
の
国
債
等
保
有
残
高
を
、
政
府
経
済
見

通
し
に
お
け
る
名
目
国
内
総
生
産
の
同
年
度
実
績
見
込
み
で
除
す
こ
と
に
よ
り
求
め
る
と
、
約
六
割
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

先
進
主
要
七
箇
国
と
の
比
較
に
関
し
て
は
、
国
ご
と
に
資
産
買
入
れ
実
施
の
有
無
及
び
資
産
買
入
れ
対
象
銘
柄
等
の
金
融
政
策

の
内
容
が
異
な
っ
て
お
り
、
同
様
の
比
率
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
国
債
金
利
は
、
経
済
・
財
政
の
状
況
等
の
様
々
な
要
因
を
背
景
に
市
場
に
お
い
て
決
ま
る
も
の
で
あ
り
、
お
尋
ね
の

「
長
期
金
利
が
急
上
昇
す
る
」
リ
ス
ク
の
程
度
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
御
指
摘
の
「
財
政
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
」
が
ど
の
よ
う
な
状
況
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
議
論
が
あ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
財
政
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
五
条
本
文
に
お
い
て
は
、
「
す
べ
て
、
公
債
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
日
本
銀
行
に
こ
れ
を

引
き
受
け
さ
せ
、
又
、
借
入
金
の
借
入
に
つ
い
て
は
、
日
本
銀
行
か
ら
こ
れ
を
借
り
入
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
抵
触
す
る
同
行
に
よ
る
公
債
の
引
受
け
等
に
つ
い
て
は
、
禁
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
現
在
、
同
行
が

マ
イ
ナ
ス
金
利
付
き
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
の
下
で
行
っ
て
い
る
国
債
買
入
れ
は
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
物
価
安
定
の
目
標
の
実

現
と
い
う
金
融
政
策
を
目
的
と
し
、
同
行
が
自
ら
の
判
断
で
、
市
場
で
流
通
し
て
い
る
も
の
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で

四



あ
り
、
同
条
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

同
年
六
月
十
日
の
実
質
実
効
為
替
レ
ー
ト
に
つ
い
て
の
黒
田
総
裁
の
御
指
摘
の
発
言
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
が
、
内
閣

と
し
て
は
、
黒
田
総
裁
の
個
別
の
発
言
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
二
日
に
政
府
及
び
同
行
が
共
同
で
公
表
し
た
「
内
閣
府
、
財
務
省
、
日
本
銀
行
「
デ
フ
レ
脱
却
と

持
続
的
な
経
済
成
長
の
実
現
の
た
め
の
政
府
・
日
本
銀
行
の
政
策
連
携
に
つ
い
て
（
共
同
声
明
）
」
」
（
以
下
「
共
同
声
明
」

と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
同
行
は
、
「
物
価
安
定
の
目
標
を
消
費
者
物
価
の
前
年
比
上
昇
率
で
二
％
と
す
る
」
、
「
上
記
の

物
価
安
定
の
目
標
の
下
、
金
融
緩
和
を
推
進
し
、
こ
れ
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
と
し
て
い
る
。
内

閣
も
こ
の
方
針
を
共
有
し
て
お
り
、
こ
れ
に
変
更
は
な
い
。

ま
た
、
黒
田
総
裁
が
、
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
「
日
本
銀
行
は
二
％
の
「
物
価
安
定
の
目

標
」
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。
「
二
年
程
度
」
と
い
う
表
現
は
、
物
価
安
定
目
標
の

実
現
に
関
す
る
こ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
「
で
き
る
だ
け
早
期
に
」
と
い
う
際
に
念
頭
に
置
い
て
い
る
期
間
を
示
し

た
も
の
で
す
」
と
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
内
閣
と
し
て
は
、
共
同
声
明
に
も
あ
る
と
お
り
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
物
価
安
定
の
目
標
を
実
現
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

五



共
同
声
明
で
の
物
価
安
定
の
目
標
に
お
け
る
消
費
者
物
価
は
、
消
費
者
物
価
指
数
の
総
合
指
数
で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、

そ
の
同
年
十
二
月
時
点
で
の
前
年
比
上
昇
率
は
〇
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
同
行
は
、
同
行
が
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
九

日
に
公
表
し
た
「
経
済
・
物
価
情
勢
の
展
望
」
（
以
下
「
経
済
・
物
価
情
勢
の
展
望
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
消
費
者
物
価

の
前
年
比
上
昇
率
が
二
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
達
す
る
時
期
は
、
平
成
二
十
九
年
度
前
半
頃
と
予
想
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て

い
る
。

物
価
安
定
の
目
標
の
実
現
の
た
め
、
お
尋
ね
の
「
金
融
政
策
以
外
で
は
ど
の
よ
う
な
政
策
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
か
」
及

び
「
「
格
差
を
是
正
す
る
」
と
い
う
政
策
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
か
否
か
」
に
つ
い
て
は
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
デ
フ
レ
脱
却
と
持
続
的
な
経
済
成
長
の
実
現
に
向
け
、
内
閣
と
し
て
は
、
機
動
的
な
マ
ク
ロ
経
済
政
策
運
営
に

努
め
る
と
と
も
に
、
革
新
的
研
究
開
発
へ
の
集
中
投
入
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
盤
の
強
化
、
大
胆
な
規
制
・
制
度
改
革
、
税
制

の
活
用
な
ど
思
い
切
っ
た
政
策
を
総
動
員
し
、
経
済
構
造
の
変
革
を
図
る
な
ど
、
日
本
経
済
の
競
争
力
と
成
長
力
の
強
化
に
向

け
た
取
組
を
具
体
化
し
、
こ
れ
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
、
ま
た
、
財
政
運
営
に
対
す
る
信
認
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
持
続

可
能
な
財
政
構
造
を
確
立
す
る
た
め
の
取
組
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
内
閣
は
、
デ

フ
レ
脱
却
・
経
済
再
生
に
取
り
組
む
中
で
、
格
差
が
固
定
化
し
な
い
よ
う
、
三
年
連
続
で
最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
上
げ
を
実
施
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し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
正
社
員
と
の
均
等
・
均
衡
待
遇
を
推
進
す
る
な
ど
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
お

尋
ね
の
「
少
子
化
は
「
二
％
の
物
価
目
標
」
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
る
か
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
生
産
年

齢
人
口
の
変
化
率
と
物
価
上
昇
率
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
様
々
な
議
論
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

経
済
協
力
開
発
機
構
が
「T

rends
in

Incom
e

Inequality
and

its
Im

pact
on

E
conom

ic
G

row
th

」
と
称
す
る
報
告

書
を
平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日
に
公
表
し
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
格
差
と
経
済
成
長
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
同
報
告
書

を
含
め
様
々
な
議
論
が
あ
り
、
一
概
に
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
が
、
格
差
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
固
定
化
さ
れ
ず
、
人
々
の
許
容

の
範
囲
を
超
え
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

共
同
声
明
に
お
け
る
「
金
融
面
で
の
不
均
衡
の
蓄
積
」
と
は
、
不
動
産
を
は
じ
め
と
す
る
資
産
価
格
の
過
熱
や
過
剰
融
資
等

の
金
融
面
で
の
不
均
衡
の
蓄
積
に
当
た
る
事
象
を
指
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。
お
尋
ね
の
「
リ
ス
ク
要
因
」
に
つ
い
て
は
、
経

済
・
物
価
情
勢
の
展
望
に
お
い
て
、
同
行
は
、
「
経
済
の
見
通
し
に
対
す
る
上
振
れ
、
下
振
れ
要
因
」
と
し
て
、
経
済
情
勢
に

関
し
て
「
海
外
経
済
の
動
向
」
、
「
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
」
、
「
企
業
や
家
計
の
中
長
期
的
な
成
長
期
待
」
及
び
「
財

政
の
中
長
期
的
な
持
続
可
能
性
」
を
、
物
価
情
勢
に
関
し
て
「
企
業
や
家
計
の
中
長
期
的
な
予
想
物
価
上
昇
率
の
動
向
」
、

七



「
マ
ク
ロ
的
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
」
、
「
物
価
上
昇
率
の
マ
ク
ロ
的
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
感
応
度
」
及
び
「
輸
入
物
価
の

動
向
」
を
挙
げ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
共
同
声
明
は
現
在
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
る
。

経
済
企
画
庁
（
当
時
）
が
平
成
五
年
七
月
二
十
七
日
の
閣
議
に
配
布
し
た
「
平
成
五
年
度
年
次
経
済
報
告
」
で
は
、
バ
ブ
ル

が
発
生
し
た
の
は
、
資
産
価
格
の
上
昇
が
続
く
中
で
、
次
第
に
更
に
価
格
が
上
昇
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
価
格
上
昇
期
待
が
高
ま

り
、
そ
れ
が
投
機
的
な
需
要
を
膨
張
さ
せ
、
現
実
に
価
格
が
上
昇
す
る
と
い
う
形
で
、
価
格
上
昇
期
待
が
自
己
増
殖
的
に
膨
張

し
て
い
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
旨
を
記
述
し
て
い
る
。
バ
ブ
ル
経
済
に
お
け
る
内
閣
と
同
行
の
対
策
と
し
て
は
、
同
経
済

報
告
に
お
い
て
は
、
土
地
基
本
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
四
号
）
以
降
の
税
制
面
の
見
直
し
や
金
利
の
引
上
げ
、
土
地
関
連

融
資
の
総
量
規
制
の
導
入
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
資
産
価
格
が
下
落
基
調
に
転
じ
、
資
産
価
格
の
値
上
が

り
期
待
を
前
提
と
し
た
投
機
的
需
要
は
急
速
に
剥
落
し
、
一
挙
に
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
資
産
価
格
は
更
に
下
落
し
た
と
分

析
さ
れ
て
い
る
。

お
尋
ね
の
「
資
産
バ
ブ
ル
」
が
ど
の
よ
う
な
状
況
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
議
論
が
あ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る

が
、
現
段
階
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
「
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
よ
う
な
バ
ブ
ル
経
済
」
が
発
生
し
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な

い
。
ま
た
、
黒
田
総
裁
の
個
別
の
見
解
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

八



日
本
銀
行
政
策
委
員
会
・
金
融
政
策
決
定
会
合
の
議
事
録
に
つ
い
て
は
、
日
本
銀
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第

二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
、
政
策
委
員
会
が
適
当
と
認
め
て
定
め
る
相
当
期
間
経
過
後
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。
米
国
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
に
お
い
て
は
五
年
後
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
お
い
て
は
八
年
後
、
欧
州
中
央
銀
行
に

お
い
て
は
三
十
年
後
、
カ
ナ
ダ
中
央
銀
行
に
お
い
て
は
非
公
表
と
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
内
閣
と
し
て

は
、
同
委
員
会
が
議
事
録
公
開
ま
で
の
期
間
を
適
切
に
定
め
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

九


